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試料面積の違いによる音響透過損失の差異
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1.	 はじめに

　音響透過損失は建材・構造物などの遮音性能を表す基本

的な指標の一つで，設計・開発段階における材料の選定や製

品の性能評価を行う際に用いられる。その測定方法は JIS A 
1416に規定されており，試験開口への設置条件や試料の大き

さの影響を軽減するため試料面積はおおよそ10 m2と記載さ

れている。

　都産技研では，図1及び表1に示すタイプⅡ試験室を平成

23年度に新設して，依頼試験業務である音響透過損失測定を

数多く行っている。性能評価を目的として規格に準拠した測

定依頼が多いが，試料の準備，搬入出及び設置に多くの手間

と費用がかかるため，研究開発段階ではより小面積の試料で

効率的に測定・評価を行いたいという要望も数多くある。

　しかし，試料面積が小さい場合には，その面積の違いによ

る影響及び試料の共振周波数の違いによる影響により試料面

積が10 m2の場合の測定結果と差異が生じる可能性がある。

また，試料面積が10 m2の場合には試験開口全体に試料を設

置するが，それ以下の場合には試験開口の一部に試料設置し

て，残りの部分は試料よりも充分な遮音性能を有する開口部

調整壁を設置して試験を行うため，同じ小面積の試料でもそ

の設置位置の違いによる差異も考えられる。

　本研究では，試料の共振周波数による影響を極力低減させ，

試料面積の違い及び施工位置による測定結果の差異について

検討を行った。

2.	 実験の概要

　試料の正面図を図2に示す。試料は，厚さ9.5 mmの石膏ボー

ド（以下PB1～PB6）を用いた一重壁とした。共振周波数の影

響を極力無視するため，0.91 m×0.9 1mの木枠を格子状に設

置して下地とした。また試験方法は JIS A 1416に準拠して行

い，試験開口四周及び目地の隙間は粘土で処理した。

　試料面積は，10 m2，5.0 m2，3.3 m2，1.7 m2の4種類を対

象として測定を行った。試料の断面図の一例を図3に示す。

試料面積が10 m2の場合はPB1からPB6までが試料である。
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図1.　タイプⅡ試験室の外観

図2.　試料正面図（音源室側）*点線は木枠を表す

表1.　タイプⅡ試験室の仕様
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　試料面積が5.0 m2の場合はPB1からPB3までを，3.3 m2の

場合はPB2とPB3，1.7 m2の場合はPB2を試料とした。それ

以外の部分については，木枠の内部に厚さ50 mm，密度48 
kg/m3のグラスウール（GW）を入れ，受音室側より厚さ31.5 
mm分の石膏ボードを貼り開口部調整壁とした。

　設置位置の違いについては，試料を試験開口下部の左右

に設置したType A（PB1～PB3）及びType B（PB2～PB4），試

験開口左部に設置したType C（PB1，PB2，PB5）の3タイプ

とし，試料面積は5.0 m2とした。

3.　結果と考察

　各試料面積での音響透過損失の測定結果を図4に示す。縦

軸は音響透過損失，横軸は1/3オクターブバンドごとの中心

周波数である。結果より，500 Hz以上の周波数では JIS規格

に準拠した試料面積10 m2の場合の測定結果とほぼ一致し

ており，試料面積による差異は見られない。200 Hzから500 
Hzまでの周波数では，10 m2での測定結果に比べ高くなる

傾向が見られ，その差は5.0 m2と3.3 m2で最大約1.5 dB，1.7 
m2で約3 dBである。200 Hz以下では，試料面積1.7 m2の125 
Hzを除いて，測定結果が低くなる傾向が見られ，その差は5.0 
m2と3.3 m2で最大約1.5 dB，1.7 m2で約3 dBである。

　各設置位置での音響透過損失の測定結果を図5に示す。結

果より，500 Hz以上の周波数ではばらつきは少なく，よく一

致している。Type A及びType Bでは100 Hzで約2 dB程度の

差はあるものの，それ以外の周波数ではほぼ一致している。

しかし，Type CはType A及びType Cに比べて全体的に結果

が低くなる傾向が見られる，その差は最大で4 dBである。

　両試験結果ともに，500 Hz以下の周波数で差異もしくはば

らつきが大きく生じており，これは低周波数帯域では高周波

数帯域に比べて定在波が生じやすく，試料に対する音の入

射条件の違いが一つの要因として考えられる。

4.　まとめ

　本研究では，試料の共振周波数による影響を極力低減さ

せ，試料面積及び設置位置の違いによる音響透過損失の差

異について検討を行った。その結果，一部の周波数を除い

て試料面積が小さいほど差異が大きくなる傾向があった。ま

た，設置位置の違いによって最大で4 dBの差異が生じる事

が判った。

　以上より，小面積の試料で測定を行う場合には，極力試

料面積は大きくし，同試料面積・同設置位置で行う事が望

ましいと言える。また，音響透過損失を比較する場合にはそ

の試料面積に注意が必要である。

 （平成25年7月22日受付，平成25年8月16日再受付）
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図3.　試料断面図の一例

図4.　面積の違いによる音響透過損失

図5.　施工位置の違いによる音響透過損失




